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 ●計画骨子（案） 

  第１章 環境基本計画の概要 

  １ 環境基本計画の趣旨 

  ２ 国、京都府の環境政策の動向（地球温暖化、循環・廃棄物など） 

  ３ 久御山町の地域特性の現状と課題 

  （１）自然環境（地形、土地利用、気象、水質、大気、生態系など） 

  （２）社会・経済環境の状況（人口、世帯構成、農・工・商業など） 

  （３）生活環境（上下水道、廃棄物、交通、エネルギーなど） 

  ４ 久御山町のこれまでの取組 

 

  第２章 計画の基本方針 

  １ 久御山町環境基本計画の基本的事項 

  （１）計画策定の背景 

  （２）計画の位置付け 

  （３）計画期間 

  （４）計画の対象（地球環境、自然環境、生活環境、社会環境など） 

  （５）計画の推進主体（住民、事業者、行政など） 

  ２ 目指すべき将来像 

 

  第３章 施策の推進・展開 

  １ 地球環境（久御山町地球温暖化対策実行計画「区域施策編」） 

  （１）温室効果ガスの現況分析、将来推計 

  （２）温室効果ガス排出量の削減目標 

  （３）温室効果ガス排出量削減の施策 

  （４）温室効果ガス排出量削減に関する推進体制、推進シナリオ 

   ※「区域施策編」には気候変動適応策も加味して策定 

  ２ 自然環境（水環境、農業推進、生態系保全など） 

  ３ 生活環境（公害対策、ごみ処理、リサイクル推進、食品ロス、エネルギーなど） 

  ４ 社会環境（環境教育・啓発、住民・事業者協働） 

 

  第４章 計画の進行管理 

  １ 計画の推進と進行管理 

  ２ 数値目標 

 

  第５章 資料編 

 

「区域施策編」部分 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

SDGs との 
関連性を明記 

３ 安全で安心できる快適な生活環境の保全 

３－１ 大気・水・土壌環境の保全 ３－３ 良好な景観、歴史・文化の保存・継承 

３－２ 騒音・振動・悪臭の防止 ３－４ 生物多様性保全活動 

２ 循環型社会の形成 
２－１ ５R の推進 ２－３ 食品ロスの削減 

２－２ ごみの削減 

５ 自然・多様な生物と共生する社会の形成 
５－１ 生物多様性の保全 ５－３ 良好な緑の保全・活用 

５－２ 地域特性に応じた環境の保全・活用  

横断的施策：持続可能な久御山町の実現に向け、分野を横断する施策 
例）「ゼロカーボンシティの実現」「環境・社会・経済の好循環の創出」 

１ 脱炭素社会の形成 
１－１ エネルギー使用量の削減 １－３ 気候変動への適応 

１－２ エネルギーの効率化  

生活環境の保
全として、景
観・歴史・文化
等を追加 

食育推進計画との整
合（食品ロス）を追加

４ 環境と経済の好循環の実現 
４－１ 環境ビジネスの促進 ４－３ 地産地消の促進 

４－２ 環境に配慮した事業者の支援  

６ 環境教育・環境活動の基盤の強化 
６－１ 環境教育・環境学習の推進 

６－２ 連携・協働による環境活動への取り組み 

国・県による脱炭
素 化 の 動 向 の 反
映、適応策の追加 

若年層からの環境意識の
醸成、SDGs の啓発など 

地産地消の視点から、
地場産業の発展等の
取組を追加 

生物多様 性国家
戦略の評 価を踏
まえた見 直しが
必要 

地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

地域気候変動適応計画 

町の課題や関連計画の重点施策も踏まえ、
重点的に取り組む内容を記載 

別の章立てで地球温暖化対策実行計画（区
域施策編）・地域気候変動適応計画を記載
し、環境基本計画と一体的に策定 

久御山町環境基本条例
（今年度制定予定）の視点 1  
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